
「流域治水」の本格的な実践に向けた「菊川水系黒沢川」の特定都市河川への指定(1/2) 別紙

■菊川水系黒沢川
河川延長：1.3km（大臣管理区間0.45km、県管理区間0.85km）
流域面積：3.3km2
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静岡県菊川市下平川字橋上５１１２番の１地先 牛淵川への合流点
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黒沢川流域の特徴

近年の気候変動の影響による水害の激甚化・
頻発化を踏まえた「流域治水」の加速化・深化

今後の予定

黒沢川流域は菊川支川の牛淵川と丹野川の堤防に囲まれた地域であり、降った雨
が流域内にとどまりやすい地形のため内水氾濫が発生しやすい地域であるため、過去
より内水被害が頻発している。

令和元年度東日本台風（台風第19号）では、床上浸水22戸、床下浸水59戸
を記録しており、国は令和2年より合流先の牛淵川の河道掘削を実施、市は「菊川
市防災対策強靭化事業基本計画」を令和6年1月に策定し校庭貯留や雨水貯留
施設の建設などの対策を進めているが、地形的な特性や今後の気候変動の影響に
より、水害リスクは残っており、流域のあらゆる関係者が連携した対策の推進が必要と
なっている。

R7.3（予定）
R5.6 黒沢川の特定都市河川指定に向けて、国交省、静岡県、菊川市で調整会議を開催

以後定期的に開催し、指定に向けた調整を進めてきた

R5.8 特定都市河川指定に向けたロードマップを公表

R6.1 菊川市が「菊川市防災対策強靭化事業基本計画」を策定

R6.3 気候変動を踏まえた「菊川水系流域治水プロジェクト2.0」を策定し、
黒沢川の特定都市河川指定を盛り込んだ
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地盤高（T.P.）
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【出典：国土地理院地図に一部加筆】
※高さ方向の倍率5倍 H26.10出水 R1.10出水


